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講演6 難治な痤瘡に十味敗毒湯
医療法人社団素馨会 野本真由美スキンケアクリニック　野本 真由美

14

開会のご挨拶
東京女子医科大学 東洋医学研究所　木村 容子
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講演1 メニエール病に対する五苓散の使用経験

第一部　困ったときの この一手

医療法人明和病院 耳鼻咽喉科　奥中 美恵子
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講演2 柴胡加竜骨牡蛎湯が疼痛に有効であった症例の検討
医療法人社団康喜会 辻仲病院柏の葉 人間ドック・健診センター 内科・漢方内科　黒川 貴代
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1. 抑肝散加陳皮半夏の口訣を考える

第二部　抑肝散加陳皮半夏と補中益気湯の口訣を考える
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2. 補中益気湯の口訣を考える 20

講演3 胃蠕動運動の低下に伴う消化器症状に六君子湯が奏効した2症例
定禅寺フローレンスクリニック　佐々木 真美
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講演4 がん患者に加味帰脾湯を使用し、QOLの改善がみられた症例
日本赤十字社 姫路赤十字病院 緩和ケア内科　福永 智栄
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講演5 産後のホルモン剤無反応の続発性無月経と食欲不振、
抑うつ状態に補中益気湯が著効した症例

医療法人社団 女性クリニック ラポール　中原 恭子
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半夏瀉心湯の非ステロイド抗炎症薬および
抗菌薬の副作用による消化器症状予防・軽減効果
仙川耳鼻咽喉科　竹田 数章

高齢者の貧血に対する四物湯の効果
特定医療法人茜会 昭和病院　馬込　敦

下肢静脈瘤の自覚症状に対する3処方
（桂枝茯苓丸、五苓散、柴苓湯）の治療効果
済生会横浜市東部病院 外科（血管外科）（現 仁厚会病院 血管外科 上大岡仁正クリニック 血管外科）　林　忍

若年者の顔面尋常性痤瘡に対する十味敗毒湯の
自覚症状及び他覚所見改善効果について
松尾けんこうクリニック　松尾 兼幸
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東洋医学シンポジウムは、従来、日本東洋医学会学術総会開会前のサテライトシンポ

ジウムとして開催されてきましたが、2015年度からは総会の正式プログラム（スポン

サードセミナー）として開催することとなりました。

本シンポジウムは、寺澤捷年先生（千葉中央メディカルセンター）、後山尚久先生（大阪

医科大学 健康科学クリニック）と歴代のコーディネーターが掲げてこられた『こんな時に

は漢方を』の基本コンセプトを継承しつつ、「漢方エキス製剤の上手な使い方－困ったと

きの この一手−」と題し、新たな目線で現代医療に漢方エキス製剤を取り入れる実践的

な方法をご紹介し、明日からの実臨床に役立つシンポジウムを目指しております。

今回は2部構成といたしました。第一部では「困ったときの この一手」と題し、各領域

の先生方が日常診療でどのようなことにお困りになられ、実際に漢方エキス製剤を治療

に取り入れることでより優れた効果が得られた症例を提示していただきます。第二部で

は、各診療科で幅広く使用されている「抑肝散加陳皮半夏」と「補中益気湯」を取り上げ、

有効例をとおして現代の“口訣”を考えたいと思います。
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